
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

淡路市社協だより 編集･発行:淡路市社会福祉協議会 

     地域支えあいセンター つな 

住 所 淡路市志筑新島 5-1 

電 話 0799-62-5214 

ＦＡＸ 0799-62-5503 

日 時 間 行 事 名 場  所 

３月 １日（金）  ９：００ 天神にこにこカフェ（志筑） 天神会館 

３月  ４日（月） １３：３０ 花水木サロン（大町） 大町会館 

3 月 ７日（木） １０：００ 大町カフェ「いえもん」（大町） 大町会館 

3 月 ８日（金） １０：１０ 西谷サロン（志筑） 西谷会館 

３月１３日（水） 
１０：００ 高倉ふれあいカフェ（大町） 木曽上畑コミュニティプラザ 

１４：００ 在カフェ（塩田） 在会館 

3 月 18 日（月） １０：００ 青葉サロン（塩田） 下司敬天会館 

3 月 20 日（水） １０：００ 大町上カフェ（大町） 大町上公会堂 

３月２１日（木） 

１０：００ 
大町カフェ「いえもん」（大町） 大町会館 

生穂浜カフェ（生穂） KOKAGE 工房 

１０：４０ 神ノ内サロン（佐野） 神ノ内会館 

１３：３０ 
中浜ふれあいサロン（佐野） 中浜クラブ 

連東中サロン（志筑） 楽中庵 

３月２７日（水） 
１０：００ 高倉ふれあいカフェ（大町） 木曽上畑コミュニティプラザ 

１３：００ 里サロン（塩田） 里会館 

 
「スマホ・パソコン困りごと相談所」 

３月７日（木）・３月２１日（木） 

10 時～11 時 30 分（いえもんカフェと同時開催） 

費 用：100 円  場 所：大町会館 

対象者：大町地区の方限定 

主 催：大町まちづくり協議会 

この広報誌は、みなさんからお預かりしました「赤い羽

根共同募金」の一部を財源にして発行しています。みなさ

んからお寄せいただいた募金は、地域の福祉活動の貴重な

財源として活用させていただいています。 

「認知症カフェ〝おひさま Cafe〟」 

３月２７日（水） 毎月第４水曜日 

時 間：10 時～１１時３０分 

場 所：淡路市福祉会館１階会議室（志筑新島５－１） 

※１月から場所変更になっています 

飲み物代：１００円 

時間内なら自由に出入りできます。 

問い合わせ先：090-9983-9019（関） 

       62－5214（社協つな） 

「スマホ教室＆スマホ相談」 

３月１８日（月）・４月１日（月） 

10 時～スマホ教室 

11 時～無料のスマホ相談 

場 所：淡路市福祉会館 

協 力：イオンモバイル・andProject 

問い合わせ 社協つな TEL 62-5214 

 

介護者の集い場 「介護のはじめ」 

３月１３日（水） 毎月第２水曜日 

時 間：10 時３０分～１２時頃 

場 所：omiyageya  HATCH(八浄寺横) 

問い合わせ先： 

社協つな          ６２－５２１４ 

千鳥会在宅介護支援センタ― ６２－７６００ 

淡路市地域包括支援センター ６４－２１４５ 

身近な場所で学びの機会を進めています 

「福祉カフェ〝気づき〟」 

３月２８日（木）１０時～１２時 

場 所：淡路市福祉会館 

問い合わせ：社協つな ６２－５２１４ 

～佐野地区で味噌造り体験会～ 
 

「わびすけ LABO」 

日時：３月 24 日（日） 13 時 30 分～15 時頃 

場所：志筑公民館 1 階（淡路市志筑 1600） 

内容：動物占いでお茶会 

参加費：500 円 診断シートお持ちの方は無料 

締切日：３月 1６日(土)  

持ち物： 各自の飲み物、計算機、筆記用具 

申し込み方法： 

参加者のお名前とお子さんが参加される場合は年

齢を smile.smile.9mile@gmail.com に送ってくだ

さい。 問い合わせ：代表 :橋本 62-1075  

２月１１日（日）さの小テラスで佐野まちづくり協議

会が味噌作り体験会を開き、当日は 2５名の方々が集ま

りました。昨年までは、佐野会館で地域の方達の参加を

募って実施してきましたが、今年は新しくできたさの小

2 月 4 日（日）に大町まちづくり協議会が「大町地区

防災学習会」を大町会館で行い、43 名の方が参加しま

した。最初に、大町まちづくり協議会の“誰もが住み続

けられるまち部会”より①グーグルマップを活用した大

町危険箇所マップ、②大町地区緊急車両通行図について

説明を受けた後、講師で防災士の平櫛武(ひらぐしたけ

し)さんより「風水害・地震にどう備える？地域防災力の

向上」についての講演がありました。 

まず、個人ワークで防災チェックをした後、５つのグ

ループに分かれて、地図を見ながら、災害の体験談や実

際にはどのように避難するのかについて話し合いまし

た。参加者から「ハザードマップに載っていないけど、

大雨が降ったらこの道は浸水して、通れない」「避難す

るにしても、避難所である大町会館に行くために、浸水

した場所を通らないといけないから危険だ」等いろいろ

な意見が出されました。今回、大町地区で防災学習会が

行えたことは、災害の時に個人が困らないようにするだ

～大町地区防災学習会～ 

楽しいつながりの時間に… 

けでなく、地域の方々がどのように災害について考え

ているのかを知り合え、地域として今後どのような備

えや心構えが必要なのかについて考える機会となり

ました。 

これからも、地域で暮らし続けるために地域住民同

士で話し合える機会が大切であると改めて強く感じ

ました。 

 

いざという時のために、今できることを地域で考える 

テラスで実施しました。 

 数日前から、まちづくり協議会のＯＢの方々にも

協力を得ながら準備をしました。当日は、圧力鍋で

煮た大豆を機械でつぶし、一人ひとり、ボールの中

で塩と麹を混ぜ合わせていきます。「これくらいの

硬さで良いのかな？」と確認し、袋に空気が残らな

いように、気をつけて味噌を入れていきました。作

った味噌は自分達で持ち帰って熟成して食べるこ

とに。「食べれる日が楽しみだね～♪」と持ち帰ら

れていました。 

今回、今までとは違う方法での味噌造りでした

が、活動を通していろいろな世代の方々と笑顔があ

ふれる、楽しいつながりを持つことができる時間と

なりました。 

機械で大豆を潰しています 

話し合いの様子 



 

急速に進む単身高齢化の中で変わる地域、これから自分たちに必要な「支えあい」とは何か 

細く長く、暮らしに染み渡る支えあいを考えます！ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎令和 6年 4月勤務開始希望の方もご相談ください! 

◎福祉・介護職未経験の方も充実研修で安心… 

 ◎子育てや介護との両立も大丈夫。 働くママさん応援 

しています!! 

 ◎施設・事業概要見学は随時受け付けています!!お気軽に

ご連絡ください。 

②～⑤ 時給 1,037 円 資格所有者優遇!! (ヘルパー1,087 円・介福 1,107 円) 
 

①(障がい者)相談支援専門員(嘱託・正規)※本会規定による 

②デイサービス介助員パート・嘱託(北淡)※介護福祉士優遇 

③障がい福祉(作業所・生活介護)支援員(嘱託・パート) 

④ケアマネージャー(嘱託・パート) 

⑤送迎運転員パート(北淡・一宮) 

業務内容等、お電話でお気軽にお問い合わせ下さい 

  淡路市社協 淡路市志筑新島 5-1(履歴書送付先) 

なぎ、やまさき TEL 62-5214 

これまで、プラスチックごみの減量化を目的として、

ペットボトルキャップを回収させていただき、エコキ

ャップ運動事業者を通じて、売却益を発展途上国の医

療支援、障がい者・高齢者雇用促進などのために寄付を

行ってまいりました。 

 しかしながら、ペットボトルキャップを取り巻く社

会情勢が変化していること、ペットボトルキャップの

買取価格が減少していること、輸送のための運送料が

増額となっていること等でエコキャップ運動の継続が

困難となっています。 

また、淡路市役所でもペットボトルキャップをプラ

スチックごみとして回収し再資源化する仕組みができ

たこともあり、令和６年３月３１日をもちまして、本会

でのペットボトルキャップの回収を終了させていただ

くこととしました。 これまで長年に渡りご協力いた

だき、誠にありがとうございました。４月以降につきま

しては、淡路市のプラスチックごみとして、お近くのエ

コプラザにお出しくださいますようお願いします。 

３月末でエコキャップの

回収を終了いたします 

 
 

「商品やサービスの契約で事業者とトラブルになっ

た」「製品を使ってけがをした」など、消費生活に関

する消費者と事業者間のトラブルについて消費生活セ

ンターで相談できます。 

ここでは消費生活相談員が、事業者との自主交渉の

方法や具体的な解決策などの助言、場合によって交渉

のお手伝いをすることもあります。一人で悩ます、ト

ラブル解決のためにもできるだけ早く相談いただくこ

とが大切です。お気軽にお問い合わせください。 

淡路市消費生活センター ＴＥＬ６４－０９９９ 

淡路市消費生活センターからの 
           お知らせ 

｢興味のある方ならどなたでも参加いただけます!!｣ 

１回目 ：３月１５日（金）１３時～１４時 
「家事の素」が必要になったわけ 

   淡路市の今とこれから 

２回目 ：３月１５日（金）１４時～１５時 

家事ってなんだろうを話す 

      「家事の素」の素材を吟味する 

      家事の種類を教えて！ 

３回目 ：３月２９日（金）１３時３０分～１５時 

家事の方法を話す 

   「家事の素」のエキスはなんなの？ 

  家事を分析しましょう。細かく切り分けて！ 

４回目 ：４月１２日（金）１３時３０分～１５時 

多くの人が参加できる方法 

 「家事の素」を「支えあいの素」に変える工夫     

できること・できないことから始める活動って 

場 所：淡路市福祉会館（淡路市志筑新島５－１） 

お申込み・お問い合わせ先： 

社協つな ＴＥＬ：６２－５２１４ 

 
 
 

この共済・保険は、加入されたボランティアの方が自

発的な意志に基づき、日本国内において他人や地域・社

会に貢献するなど社会的に意義があるボランティア活

動中の、万が一の事故に備えていただくためのもので

す。 
加入対象者：兵庫県下各市区町社協に登録された 
      団体及び個人ボランティア 
掛   金：市民活動災害共済プラン  

１名につき ５００円  
      天災危険補償プラン    

１名につき ６００円 
補償（保険）期間： 

２０２４年４月１日（中途加入の場合は 
受け付けた翌日）～２０２５年３月３１日 

加入手続き・お問い合せは 
社協つな（ＴＥＬ ６２－５２１４）までお願いします。 

◇日 時 ４月５日（金）１０時～１４時 
◇場 所 プレイパーク冒険の森（淡路市楠本３１４） 
◇参加費 ５００円（昼食材料費） 
★時間内の出入り自由です。お気軽にお立ち寄りください。 
★２か月に１回（偶数月第１金曜日）開催しています。 
◇申込み・問い合わせ 社協つな TEL：６２-５２１４ 
 

みんなの集い場 

『自分さがしの森』は “ひきこもり”をテーマにした・・・ 
・みんなちがってみんないい場所です。 
・閉じ込めがちな気持ちと身体を開放し、森の自然に 

任せて緩やかに過ごせる場を目指しています。 

いつも、ご来店ご愛顧いただきありがとうございま

す。さぬきうどん幸来(ハピくる)は、障がいのある人の

地域にある就労の場として活動を展開しています。今回

は、地域の皆様に幸来で美味しいうどんを作っているメ

ンバーの｢手｣について紹介します。 
幸来のうどんは、国産小麦を練って生地を作り、暑い

日は生地が伸びないように、寒い日は固くならないよう

に何度も伸ばすこともあります。雨の日は優しい手さば

きが必要です。その日の生地の感触を手のひらで感じ判

断し、自分の手を細やかに動かすことがとても大事で

す。現在、幸来では交代でこの作業を一所懸命励んでい

ます。難しいこと、うまくいかないこともありますが、

お客さんの「おいしいね」「がんばってるね」という声か

けや、ふれあいがメンバーにとって働くことへの励みと

なっています。 
ご来店の際は、ぜひガラス越しに見えるメンバーの手

とその技をご覧ください。皆様のご来店をお待ちしてお

ります。 
 


